
JP 2013-166340 A 2013.8.29

10

(57)【要約】
【課題】通気性が抑えられ保温性に優れていながらも、軽量であり、適度な透湿性が確保
された複合ファブリックを提供する。また、該複合ファブリックを用いて製造される衣料
を提供する。
【解決手段】繊維軸直行方向断面の直径が５０ｎｍ以上２μｍ未満の繊維からなるナノフ
ァイバー不織布と、該ナノファイバー不織布の少なくとも片面に積層された編生地とを有
する複合ファブリックであって、前記編生地の目付が３５～９５ｇ／ｍ２、生地厚みが０
．１０～０．３５ｍｍであり、複合ファブリックのＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジ
ール法）による通気度が５ｃｃ／ｃｍ２／秒以下、ＫＥＳ法による熱伝達抵抗（クロー値
）が０．０５ＣＬＯ以上、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）による
透湿性が３００ｇ／ｍ２／ｈ以上である複合ファブリック。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
繊維軸直行方向断面の直径が５０ｎｍ以上２μｍ未満の繊維からなるナノファイバー不織
布と、該ナノファイバー不織布の少なくとも片面に積層された編生地とを有する複合ファ
ブリックであって、
前記編生地の目付が３５～９５ｇ／ｍ２、生地厚みが０．１０～０．３５ｍｍであり、
複合ファブリックのＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジール法）による通気度が５ｃｃ
／ｃｍ２／秒以下、ＫＥＳ法による熱伝達抵抗（クロー値）が０．０５ＣＬＯ以上、ＪＩ
Ｓ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）による透湿性が３００ｇ／ｍ２／ｈ以
上である
ことを特徴とする複合ファブリック。
【請求項２】
ナノファイバー不織布を構成する繊維が、ウレタン系エラストマーからなることを特徴と
する請求項１記載の複合ファブリック。
【請求項３】
ナノファイバー不織布が電界紡糸法により形成されていることを特徴とする請求項１又は
２記載の複合ファブリック。
【請求項４】
請求項１、２又は３記載の複合ファブリックを用いて製造されることを特徴とする衣料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、通気性が抑えられ保温性に優れていながらも、軽量であり、適度な透湿性が確
保された複合ファブリックに関する。また、本発明は、該複合ファブリックを用いて製造
される衣料に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来から、衣服内環境を快適に保つことを目的とした様々な生地又は衣料が開発されてい
る。例えば、ブルゾン、ウインドブレーカー等の屋外での着用を主な目的とした防風衣料
として、特許文献１には、熱可塑性ポリマーからなる多孔質シートと少なくとも一層の繊
維シートとの積層体からなる防風衣料が記載されている。特許文献１には、適度な柔軟性
と通気性を有し、かつ防風性に優れ、さらに必要に応じて伸縮性をも併せもつ防風衣料を
得ることができる旨が記載されている。
【０００３】
また、スポーツウェア等のアウトドア分野の衣料に用いられる生地として、特許文献２に
は、表面層、中間層、裏面層の３層よりなる布帛であって、表面層は透湿防水性の樹脂で
構成され、中間層は親水性繊維を含有してなる極細糸で構成され、裏面層は疎水性繊維で
構成されている透湿防水性布帛が記載されている。特許文献２には、激しい運動で生ずる
汗は裏面層（肌に接する側）から中間層へと拡散され、表面層を通って外へ発散されるた
め、肌と衣料とのべたつき感がなく、また表面層の防水性により雨風を防ぐことができる
旨が記載されている。
【０００４】
しかしながら、特許文献１又は２に記載のような従来の生地又は衣料は、比較的通気性は
抑えられているため防風性、保温性等は得られるものの、生地が重いため着用感が悪く、
透湿性も不充分である。また、軽量化又は透湿性の改善を図ろうとすると通気性が高くな
りすぎてしまい、これらの性能を兼備させることは難しかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－５４００９号公報
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【特許文献２】特開平５－２３０７７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は、通気性が抑えられ保温性に優れていながらも、軽量であり、適度な透湿性が確
保された複合ファブリックを提供することを目的とする。また、本発明は、該複合ファブ
リックを用いて製造される衣料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明は、繊維軸直行方向断面の直径が５０ｎｍ以上２μｍ未満の繊維からなるナノファ
イバー不織布と、該ナノファイバー不織布の少なくとも片面に積層された編生地とを有す
る複合ファブリックであって、前記編生地の目付が３５～９５ｇ／ｍ２、生地厚みが０．
１０～０．３５ｍｍであり、複合ファブリックのＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジー
ル法）による通気度が５ｃｃ／ｃｍ２／秒以下、ＫＥＳ法による熱伝達抵抗（クロー値）
が０．０５ＣＬＯ以上、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）による透
湿性が３００ｇ／ｍ２／ｈ以上である複合ファブリックである。
以下、本発明を詳述する。
【０００８】
本発明者は、通気性を抑えつつ適度な透湿性を確保するために、極細繊維からなるナノフ
ァイバー不織布を用いることを検討した。更に、このようなナノファイバー不織布を単独
で用いると、しなやかさ、耐摩耗性、肌触り感等が不充分となることから、また、より一
層保温性を高めることを目的として、ナノファイバー不織布と編生地とを積層して複合フ
ァブリックとすることを検討した。
ここで、編生地の通気性を抑えて保温性を高めようとする場合には、通常、編目の詰まっ
た編生地とすることが有効であると考えられる。これに対し、本発明者は、ナノファイバ
ー不織布と編生地とを積層して複合ファブリックとする場合には、編生地の編目を粗くし
ても保温性が高まることを見出した。これは、通気性の低いナノファイバー不織布と編目
の粗い編生地とを積層することにより、編生地の糸の隙間に空気からなる断熱層が形成さ
れ、保温性が高まるためと推測される。このような複合ファブリックにおいては、編生地
の編目が粗いことに加えて、編生地の生地厚みを薄くしても充分な保温性が得られること
から、軽量化が可能となる。
【０００９】
本発明者は、所定範囲の直径を有する繊維からなるナノファイバー不織布と、所定範囲の
比較的小さい目付と薄い生地厚みとを有する編生地とを積層して複合ファブリックとする
ことにより、通気性を抑え保温性を高めながらも、軽量化を実現するとともに適度な透湿
性を確保することができることを見出し、本発明を完成させるに至った。
【００１０】
本発明の複合ファブリックは、繊維軸直行方向断面の直径が５０ｎｍ以上２μｍ未満の繊
維からなるナノファイバー不織布と、該ナノファイバー不織布の少なくとも片面に積層さ
れた編生地とを有する。
なお、本発明の複合ファブリックは、編生地が肌側となるようにして用いられる。編生地
は、ナノファイバー不織布の片面のみに積層されていてもよく、両面に積層されていても
よいが、ナノファイバー不織布の繊維の磨耗を抑制し、複合ファブリックの耐久性を向上
できることから、両面に積層されていることが好ましい。編生地がナノファイバー不織布
の両面に積層されている場合、肌側となる編生地を裏地、外側となる編生地を表地という
。
【００１１】
上記ナノファイバー不織布は、空気からなる極めて微小な断熱層を多数有しており、外部
からの空気の侵入を防いで優れた保温効果を発揮しつつ、衣服内の湿気を逃がすはたらき
を有する。
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繊維の直径が５０ｎｍ未満であると、断熱層が更に微小になり、衣服内の湿気を逃がすは
たらきが低下する。繊維の直径が２μｍ以上であると、断熱層が大きくなり、外部からの
空気の侵入を防ぐはたらきが低下し、保温効果が不充分となる。繊維の直径は５０～９０
０ｎｍであることが好ましく、５０～７００ｎｍであることがより好ましく、１００～７
００ｎｍであることが特に好ましい。
なお、繊維の直径は、走査型電子顕微鏡（Ｓｃａｎｎｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｍｉｃ
ｒｏｓｃｏｐｅ（ＳＥＭ）、倍率：１００００～５００００倍）にて撮影し、無作為に選
んだ繊維の繊維軸直行方向断面の直径（太さ）を３０点測定し、その平均値によって表さ
れる。
【００１２】
上記ナノファイバー不織布を構成する繊維の素材は、編生地の伸縮性に追従できる伸度を
有していれば特に限定されず、従来公知の素材を用いることができる。また、編生地の素
材として用いられる合成繊維、熱可塑性エラストマー繊維等を用いることもできる。
上記ナノファイバー不織布を構成する繊維の素材として、具体的には例えば、ポリウレタ
ン（例えば、スパンデックス等）、エラストマー系ポリマー（例えば、ウレタン系エラス
トマー、ポリエステル系エラストマー、ポリアミド系エラストマー等の熱可塑性エラスト
マー繊維）等が挙げられる。これらの素材からなる繊維は伸縮性に優れることから、本発
明の複合ファブリックを肌着等に用いる場合に好適である。なかでも、ポリウレタン、ウ
レタン系エラストマーが好ましい。
【００１３】
上記ウレタン系エラストマーとしては、吸水性又は透湿性ポリウレタン樹脂が好ましい。
吸水性又は透湿性ポリウレタン樹脂を用いることにより、複合ファブリックの吸水速乾性
を高めることができる。
なお、吸水速乾性とは、生地又は衣服が汗等の水分に直接接した場合に、生地又は衣服の
内部を通じて水分が即時に外部に放出され、かつ、生地又は衣服自体も素早く乾燥するこ
とのできる性質を意味する。吸水速乾性に優れた生地又は衣服は、衣服内環境を快適に保
つことができる。
【００１４】
上記吸水性又は透湿性ポリウレタン樹脂は特に限定されず、例えば、ポリエーテルポリオ
ールと、鎖伸張剤と、ポリイソシアネートとを反応して得られるポリエーテル系ポリウレ
タン樹脂が挙げられる。このようなポリエーテル系ポリウレタン樹脂は、軟質のエラスト
マーであり、数平均分子量が５０００以上であることが好ましく、５０００～１０万であ
ることがより好ましい。
上記ポリエーテルポリオールは特に限定されず、ポリウレタンの製造に用いられる従来公
知のポリエーテルポリオールを用いることができ、例えば、ポリテトラメチレングリコー
ルエーテル、ポリエチレングリコールエーテル、ポリプロピレングリコールエーテル等が
挙げられる。
【００１５】
上記鎖伸張剤は特に限定されず、従来公知の多価アルコール類、アミン類等が挙げられ、
特に、平均分子量が２５０以下の２価アルコールが好ましい。上記鎖伸張剤として、具体
的には例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，
３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブ
タンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、３－メチル－１
，５－ペンタンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、ネオペ
ンチルグリコール等の脂肪族グリコール；ビスヒドロキシメチルシクロヘキサン、シクロ
ヘキサン－１，４－ジオール等の脂環族グリコール；キシリレングリコール等の芳香族グ
リコール等が挙げられる。
【００１６】
上記ポリイソシアネートは特に限定されず、従来公知のポリイソシアネートを用いること
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ができ、例えば、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、２，２，４－ト
リメチルヘキサメチレンジイソシアネート、リジンメチルエステルジイソシアネート、メ
チレンジイソシアネート、イソプロピレンジイソシアネート、リジンジイソシアネート、
１，５－オクチレンジイソシアネート、ダイマー酸ジイソシアネート等の脂肪族イソシア
ネート；４，４’－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネ
ート（ＩＰＤＩ）、水添トリレンジイソシアネート、メチルシクロヘキサンジイソシアネ
ート、イソプロピリデンジシクロヘキシル－４，４’－ジイソシアネート等の脂環族イソ
シアネート；２，４－又は２，６－トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、４，４’－ジ
フェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、１，５－ナフチレンジイソシアネート、キ
シリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、トリフェニルメタントリイソシアネート、トリス
（４－フェニルイソシアネート）チオフォスフェート、トリジンジイソシアネート、ｐ－
フェニレンジイソシアネート、ジフェニルエーテルジイソシアネート、ジフェニルスルホ
ンジイソシアネート等の芳香族イソシアネート等が挙げられる。
【００１７】
上記ポリエーテル系ポリウレタン樹脂を製造する方法は特に限定されず、従来公知の製造
方法を用いることができ、例えば、ポリエーテルポリオールと、鎖伸長剤と、ポリイソシ
アネートとを適当な有機溶剤中で必要に応じて触媒を使用し反応させる方法、無溶剤で溶
融反応させる方法等が挙げられる。また、イソシアネート基／水酸基の当量比が０．９～
１．１程度となるように、原料の配合割合を調整することが好ましい。
【００１８】
また、上記吸水性又は透湿性ポリウレタン樹脂は、ポリウレタン構造中に親水性部分を有
することが好ましい。ポリウレタン構造中に親水性部分を有する吸水性又は透湿性ポリウ
レタン樹脂を用いることにより、肌側となる編生地に接触した汗等の水分を、より容易に
ナノファイバー不織布に移行させることができ、また、ナノファイバー不織布に移行した
水分を、より容易に外部に放出させることができる。即ち、複合ファブリックの吸水速乾
性が向上する。
一方、ポリウレタン構造中に親水性部分をもたない吸水性又は透湿性ポリウレタン樹脂を
用いた場合には、ロータス効果により撥水性が高くなり、水分の移行を妨げることがある
。
【００１９】
上記親水性部分として、例えば、エチレンオキシド（－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎ－）等のポ
リオキシアルキレン（－（ＯＲ）ｎ－、Ｒは炭素数１～５のアルキレン基、ｎは整数であ
る）、スルホン酸基、カルボキシル基、アミノ基等の親水性基等が挙げられる。
【００２０】
上記吸水性又は透湿性ポリウレタンの市販品として、例えば、アクアファイブＡＱ－６０
（吸水性ポリウレタン樹脂、オカダエンジニアリング社製）、レザミンＰＭ－２０８１（
大日精化工業社製）、サンプレンＬＱ－１２０（三洋化成工業社製）、ハイムレンＹ－２
３７ＮＳ（大日精化工業社製）、ハイムレンＹ－２１０Ｂ（透湿性ウレタン樹脂、大日精
化工業社製）、ハイムレンＹ－１１９Ｅ（大日精化工業社製）等が挙げられる。
【００２１】
上記ナノファイバー不織布の吸水性は、バイレック法での測定値が３．０ｃｍ以上、滴下
法での測定値が２００秒以下であることが好ましい。吸水性が上記範囲を外れると、複合
ファブリックの吸水速乾性が低下することがある。吸水性は、バイレック法での測定値が
５．０ｃｍ以上、滴下法での測定値が２００秒以下であることがより好ましく、バイレッ
ク法での測定値が７．０ｃｍ以上、滴下法での測定値が１５５秒以下であることが更に好
ましい。
なお、滴下法とは、ＪＩＳ　Ｌ　１９０７（１）（ａ）で規定された測定方法であり、バ
イレック法とは、ＪＩＳ　Ｌ　１９０７（１）（ｂ）で規定された測定方法である。
【００２２】
上記ナノファイバー不織布の目付は、３００ｇ／ｍ２未満であることが好ましい。目付が
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３００ｇ／ｍ２以上であると、衣服内の湿気を逃がすはたらきが低下することがある。目
付は１０～２００ｇ／ｍ２であることがより好ましく、１０～５０ｇ／ｍ２であることが
更に好ましい。
なお、目付とは、１５０×１５０ｍｍの試験片の重量を測定し、単位面積あたりの重量を
算出した値である。
【００２３】
上記ナノファイバー不織布の生地厚みは、１０～３００μｍであることが好ましい。生地
厚みがこのような範囲を外れると、外部からの空気の侵入を防いで優れた保温効果を発揮
しつつ、衣服内の湿気を逃がすはたらきが低下することがある。生地厚みは５０～２００
μｍであることがより好ましい。
なお、生地厚みは、例えばダイヤルシックネスゲージ（尾崎製作所社製）等を用いて測定
することができる。
【００２４】
上記編生地は、複合ファブリックの保温性を高めるとともに、しなやかさ、耐摩耗性、肌
触り感等を付与するはたらきを有する。
上記編生地の目付は、３５～９５ｇ／ｍ２である。このような目付を有する編目の粗い編
生地を、通気性の低いナノファイバー不織布に積層することにより、編生地の糸の隙間に
空気からなる断熱層が形成され、複合ファブリックの保温性を高めることできる。また、
このような目付を有していたとしても、編生地単独では、高い保温性を得ることはできず
、外部からの空気の侵入を防いで優れた保温効果を発揮しつつ、衣服内の湿気を逃がすは
たらきも発揮されない。
目付が３５ｇ／ｍ２未満であると、編生地自体の強度が足りず、複合ファブリックとして
成立しない。目付が９５ｇ／ｍ２を超えると、衣服内にムレ感が生じたり、重くなって着
用感が悪くなったりしてしまう。目付は３５～９０ｇ／ｍ２であることが好ましく、３８
～８８ｇ／ｍ２であることがより好ましい。
【００２５】
上記編生地の生地厚みは、０．１０～０．３５ｍｍである。本発明の複合ファブリックに
おいては、編生地の編目が粗いことに加えて、編生地の生地厚みを薄くしても充分な保温
性が得られることから、軽量化が可能となる。生地厚みが０．１０ｍｍ未満であると、複
合ファブリックの強度が低下したり、保温性が低下したりしてしまう。生地厚みが０．３
５ｍｍを超えると、複合ファブリックが重くなり、着用感が悪くなってしまう。生地厚み
は０．１３～０．３３ｍｍであることが好ましく、０．１５～０．３２ｍｍであることが
より好ましい。
なお、編生地がナノファイバー不織布の両面に積層されている場合、編生地の生地厚みと
は、それぞれの編生地の生地厚みを意味する。
【００２６】
上記編生地は、上記ナノファイバー不織布の両面に積層されている場合には、表地が親水
性素材で構成され、裏地が疎水性素材で構成されていることが好ましい。ただし、本発明
の効果を損なわない限りにおいて、親水性素材と疎水性素材とを組み合わせて用いること
もでき、表地と裏地とを同じ素材で構成してもよい。
上記親水性素材として、従来公知の素材が用いられ、例えば、綿、麻等の植物性繊維；ウ
ール等の獣毛繊維；親水性の付与されたポリエステル等の合成繊維；キュプラ、レーヨン
、アセテート、ポリノジック、リヨセル等の再生繊維等が挙げられる。なかでも、肌触り
感、保温性等の観点から、綿、ウールが好ましい。これらの親水性素材は、単独で又は２
種以上が組み合わされて用いられる。
【００２７】
上記疎水性素材としても、従来公知の素材が用いられ、例えば、ポリエステル（例えば、
ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等）、ポリアクリロニトリル、ポリアミド（例え
ば、ナイロン－６、ナイロン－６６等のナイロン系繊維）、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビ
ニリデン、ポリウレタン（例えば、スパンデックス等）、ポリオレフィン（例えば、ポリ
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プロピレン等）等の合成繊維等が挙げられる。なかでも、ポリエステル、ポリアミド、ポ
リウレタンが好ましい。これらの疎水性素材は、単独で又は２種以上が組み合わされて用
いられる。
【００２８】
親水性素材と疎水性素材との組み合わせは特に限定されないが、例えば、キュプラ／ポリ
エステル、キュプラ／ポリエステル／ポリウレタン等が挙げられる。
【００２９】
上記編生地を構成する素材としては、熱可塑性エラストマー繊維を用いることもできる。
上記熱可塑性エラストマー繊維として、従来公知の繊維が用いられ、例えば、スチレン系
エラストマー、オレフィン系エラストマー、ウレタン系エラストマー、塩化ビニル系エラ
ストマー、ポリエステル系エラストマー、ポリアミド系エラストマー等からなる繊維が挙
げられる。なかでも、ウレタン系エラストマー、ポリアミド系エラストマーからなる繊維
が好ましい。
【００３０】
上記ウレタン系エラストマーの市販品として、例えば、ディーアイシーバイエルポリマー
社製のパンデックス、デスモパン、日清紡績社製の日清紡モビロン等が挙げられる。上記
ポリアミド系エラストマーの市販品として、例えば、アトフィナ・ジャパン社製のペバッ
クス、エムス昭和電工社製のグリロンＥＬＸ、グリルアミドＥＬＹ、ダイセル・デクサ社
製のダイアミド、ベスタミド等が挙げられる。これらは、単独で又は２種以上が組み合わ
されて用いられる。
【００３１】
また、上記編生地は、上記ナノファイバー不織布の両面に積層されている場合には、表地
の水分率が１．４％以上、裏地の水分率が１．４％未満であることが好ましい。表地及び
裏地をこのような水分率とすることにより、親水度が低い裏地に接触した汗等の水分を、
ナノファイバー不織布を経由して、親水度が高い表地にまでより容易に移行させ、外部に
放出させることができる。表地の水分率は１．４～１５％であることがより好ましく、１
．４５～１１％であることが更に好ましく、１．４５～７％であることが特に好ましい。
裏地の水分率は０．１～１．２％であることがより好ましく、０．２～１．０％であるこ
とが更に好ましい。
なお、水分率は、ＪＩＳ　Ｌ１０１８の規定に従って、標準状態（温度２０±２℃、相対
湿度（６５±４）％（ＪＩＳ　Ｌ０１０５））において測定した値である。
【００３２】
表地の水分率を上記範囲内とする方法として、例えば、公定水分率８％以上、好ましくは
８～２０％、更に好ましくは８～１５％の素材を、表地全重量に対して２０重量％以上、
好ましくは２０～１００重量％、より好ましくは２０～８０重量％、特に好ましくは２１
．５～７５重量％含有させる方法が挙げられる。
公定水分率８％以上の素材として、例えば、綿（公定水分率：８．５％）、麻（公定水分
率：１２．０％）、絹（公定水分率：１２．０％）等の植物性繊維；ウール（公定水分率
：１５．０％）等の獣毛繊維；キュプラ（公定水分率：１１．０％）、レーヨン（公定水
分率：１１．０％）、ポリノジック（公定水分率：１１．０％）、リヨセル等の再生繊維
等が挙げられる。
【００３３】
裏地の水分率を上記範囲内とする方法として、例えば、公定水分率８％未満、好ましくは
０～８％、より好ましくは０～３％の素材を、裏地全重量に対して８０重量％以上、好ま
しくは８０～１００重量％、より好ましくは８５～１００重量％含有させる方法が挙げら
れる。
公定水分率８％未満の素材として、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポ
リエステル（公定水分率：０．４％）；ポリアクリロニトリル；ナイロン－６、ナイロン
－６６等のナイロン系繊維等のポリアミド；ポリ塩化ビニル（公定水分率：０．０％）；
ポリ塩化ビニリデン（公定水分率：０．０％）；例えば、スパンデックス等のポリウレタ
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ン（公定水分率：１．０％）；ポリプロピレン等のポリオレフィン；アクリル（公定水分
率：２％）、トリアセテート（公定水分率：３．５％）、ビニロン（公定水分率：５．０
％）、ベンゾエート（公定水分率：０．４％）等の樹脂で構成される合成繊維、アセテー
ト（公定水分率：６．５）等の再生繊維、スチレン系エラストマー、オレフィン系エラス
トマー、ウレタン系エラストマー、塩化ビニル系エラストマー、ポリエステル系エラスト
マー、ポリアミド系エラストマー等の熱可塑性エラストマー繊維、フッ素繊維（公定水分
率：０％）；ポリクラール（登録商標）（公定水分率：３．０％）；プロミックス（登録
商標）（公定水分率：５．０％）等が挙げられる。
【００３４】
上記編生地の繊維の総繊度は、複合ファブリックの強度を保つ観点から、通常５０ｄｔｅ
ｘ以上であり、６０～３００ｄｔｅｘであることが好ましく、７０～２００ｄｔｅｘであ
ることがより好ましい。
【００３５】
上記編生地の組織の種類（編み方の種類）、繊維の長短（フィラメント（長繊維）、ステ
ープル（短繊維））等は特に限定されないが、裏地は肌との接触面積の少ない組織にする
等により、肌触り感、風合い等に考慮することが好ましい。
上記編生地の組織として、例えば、横編み、丸編からなる平編み組織、ゴム編み組織、両
面編組織等が挙げられる。例えば、編み立てる組織にあった丸編み機を用いて、ゲージ数
１６～４０Ｇの範囲内で糸長及びループ長、給糸テンション、生地張力等を設定し編み立
てることができる。また、たて編みであってもよい。
【００３６】
本発明の複合ファブリックにおいては、ナノファイバー不織布と編生地とが接着剤を介し
て積層されていてもよい。
上記接着剤は特に限定されず、従来公知の接着剤が用いられるが、ナノファイバー不織布
及び編生地の断熱層を塞ぐと保温性、透湿性等を損なうおそれがあることから、接着方法
として、メッシュ状又は不織布状の熱融着フィルムを用いたホットプレス、高透湿性接着
剤等をスプレーする方法、ナノファイバー不織布と編生地との間に何点か接着剤を塗布し
、ポイント接着（ドット接着）する方法等が好ましい。
【００３７】
上記メッシュ状又は不織布状の熱融着フィルムとして、例えば、ポリアミド系、ポリエス
テル系、ブタジエンゴム系、ポリウレタン系等のフィルムが挙げられる。なかでも、接着
性、伸縮性等の観点から、ポリウレタン系フィルムが好ましい。ポリウレタン系フィルム
の市販品として、例えば、東海サーモ社製ＦＵＳＥＣ　Ｃ６Ｊ５が挙げられる。ポリアミ
ド系不織布の市販品として、例えば、東海サーモ社製ＦＵＳＥＣ　１Ｇ８　Ｄ８が挙げら
れる。このような熱融着フィルムを使用する場合には、ナノファイバー不織布と編生地と
の間に接着剤層が形成される。接着層の厚みは特に限定されないが、複合ファブリックの
しなやかさ、伸縮性等を損なわない観点から、２００μｍ以下であることが好ましく、３
０～１５０μｍであることがより好ましい。
また、上記高透湿性接着剤として、例えば、親水基を導入したポリウレタン等が挙げられ
る。
【００３８】
上記接着剤の使用量は特に限定されないが、複合ファブリックの風合いを損なわないため
には、目付５～１００ｇ／ｍ２が好ましく、目付６～３０ｇ／ｍ２がより好ましい。また
、表地の接着と裏地の接着に同じ接着剤を用いてもよいが、表地と裏地とが異なる種類の
編生地である場合には、編生地の種類によってそれぞれ異なる接着剤を用いてもよい。
【００３９】
本発明の複合ファブリックの総目付は、ナノファイバー不織布及び編生地が上述したよう
な目付を有していればよいが、５５～２１０ｇ／ｍ２であることが好ましく、６０～２０
０ｇ／ｍ２であることがより好ましい。また、本発明の複合ファブリックの総厚みは、ナ
ノファイバー不織布及び編生地が上述したような生地厚みを有していればよいが、０．２
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０～０．９０ｍｍであることが好ましく、０．２５～０．８５ｍｍであることがより好ま
しい。
なお、複合ファブリックの総目付、総厚みとは、複合ファブリック全体の目付、生地厚み
を意味する。
【００４０】
本発明の複合ファブリックは、ＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジール法）による通気
度が５ｃｃ／ｃｍ２／秒以下、ＫＥＳ法による熱伝達抵抗（クロー値）が０．０５ＣＬＯ
以上、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）による透湿性が３００ｇ／
ｍ２／ｈ以上である。これらの物性を上記範囲内とすることにより、通気性が抑えられ保
温性に優れていながらも、適度な透湿性が確保された複合ファブリックとすることができ
る。
【００４１】
ＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジール法）による通気度が５ｃｃ／ｃｍ２／秒を超え
ると、通気性が高くなりすぎ、衣服内温度を低下させてしまう。通気度は３ｃｃ／ｃｃｍ
２／秒以下であることが好ましく、２ｃｃ／ｃｍ２／秒以下であることがより好ましい。
本発明の複合ファブリックのＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジール法）による通気度
の下限は特に限定されないが、好ましい下限は０．１０ｃｃ／ｃｍ２／秒である。
【００４２】
ＫＥＳ法による熱伝達抵抗（クロー値）を上記範囲内とすることにより、冬場等の外気温
が低い状況下においても優れた保温効果を発揮させることができる。なお、クロー値は、
例えばＫＥＳ－Ｆ７－ＩＩサーモラボ（カトーテック社製）等を用いて測定することがで
きる。
クロー値が０．０５ＣＬＯ未満であると、保温性が低くなりすぎ、衣服内の熱エネルギー
が衣服外に大量に移動したり、外気（冷気）が衣服内に侵入したりしやすくなり、寒く感
じてしまう。クロー値は０．０６４～０．１５ＣＬＯであることが好ましく、０．０７～
０．１５ＣＬＯであることがより好ましい。
【００４３】
ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）による透湿性が３００ｇ／ｍ２／
ｈ未満であると、透湿性が低くなりすぎ、衣服内にムレ感が生じてしまう。透湿性は３４
０ｇ／ｍ２／ｈ以上であることが好ましい。
本発明の複合ファブリックのＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）によ
る透湿性の上限は特に限定されないが、好ましい上限は８００ｇ／ｍ２／ｈである。
【００４４】
本発明の複合ファブリックは、Ｇ式吸水速乾性試験による肌側の水分率が１０．０％以下
、水分拡散面積が５．０ｃｍ２以上であることが好ましい。水分率が１０．０％を超えた
り、水分拡散面積が５．０ｃｍ２未満であったりすると、汗をすばやく衣服外に放出する
ことができず、衣服内にムレ感が生じることがある。水分率は９．５～３％であることが
より好ましく、９～５％であることが更に好ましい。水分拡散面積は７～２５ｃｍ２であ
ることがより好ましく、８～２０ｃｍ２であることが更に好ましい。
【００４５】
なお、Ｇ式吸水速乾性試験は、以下の方法により実施することができる。
アクリル板上に水の液滴を０．２ｍＬ滴下し、複合ファブリックの編生地（裏地）が液滴
に接するように、複合ファブリックを液滴にかぶせる。次いで、複合ファブリックの上に
５ｇの錘をのせて、１分間放置した後、複合ファブリックの編生地（裏地）の水分率をモ
イスチャーチェッカー７０７Ｓ（スカラー社製）を用いて測定する。測定は４回行い、そ
の平均値を肌側の水分率とする。また、複合ファブリックの編生地（裏地）に抜けた液滴
のシミの面積を測定する。測定は３回行い、その平均値を肌側の水分拡散面積とする。
【００４６】
本発明の複合ファブリックを製造する方法として、例えば、ナノファイバー不織布を製造
した後、上述した接着剤を用いて、ナノファイバー不織布の少なくとも片面に編生地を積
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層する方法等が挙げられる。
ナノファイバー不織布を製造する方法としては、ナノファイバー不織布の繊維を構成する
素材を溶媒に溶解させた溶液を用いて、電界紡糸法（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｓｐｉｎｎｉｎｇ
Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ（ＥＳＤ））によりナノファイバー不織布を形成する方法が好まし
い。上記溶媒として、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、テトラヒドロ
フラン、ジメチルアセトアミド、ヘキサフルオロイソプロパノール、メチルエチルケトン
等が挙げられる。これらは、単独で又は２種以上が混合されて用いられる。
【００４７】
電界紡糸法における条件として、例えば、電圧－７０～７０ｋＶ、ノズル径１４～３２Ｇ
、ノズル先端からコレクターまでの距離５～３０ｃｍが挙げられる。また、ナノファイバ
ー不織布の繊維を構成する素材の溶液中の濃度は、使用される繊維の素材によって異なる
が、例えばポリウレタンの場合、３～４０重量％が好ましく、５～３０重量％がより好ま
しい。他の素材を使用する場合は、各種素材に適した従来公知の溶媒を用いることができ
、上記濃度を参考に濃度を設定することができる。
【００４８】
本発明の複合ファブリックは、通気性が抑えられ保温性に優れていながらも、軽量であり
、適度な透湿性が確保されたものである。より詳しくは、本発明の複合ファブリックは、
肌への直接的な外気の接触を抑制しながら衣服内の湿度を適度に保つことができ、重すぎ
て着用時に不快感を与えることもなく、しなやかさ、耐摩耗性、肌触り感等も兼ね備えて
いる。
本発明の複合ファブリックは、衣料、特にインナーウェア（好ましくは防寒用肌着、保温
性を目的とする肌着等）、スポーツウェア等に好適に使用される。インナーウェアとして
、例えば、シャツ、ブリーフ、腹巻き、ステテコ、パッチ、ショーツ、ガードル、ペチコ
ート、レギンス、ソックス、タイツ等が挙げられる。また、スポーツウェアとして、例え
ば、オートバイ、自転車ロードレース、フィッシング、ヨットセーリング、ゴルフ等の競
技を行う際に着用されるウェア等が挙げられる。
【００４９】
本発明の複合ファブリックを用いて製造される衣料もまた、本発明の１つである。本発明
の衣料は、外気温が低い時でも衣服内環境を快適に保つことができる。本発明の複合ファ
ブリックを用いて衣料を製造する方法としては、従来公知の方法が用いられ、裁断方法、
縫製方法等も特に限定されない。
本発明の衣料の総重量は特に限定されないが、例えば、本発明の衣料が肌着である場合、
５０～２５０ｇであることが好ましい。このような重量とすることで、重すぎて着用時に
不快感を与えることのない肌着とすることができる。総重量は５０～２３０ｇであること
がより好ましい。
【発明の効果】
【００５０】
本発明によれば、通気性が抑えられ保温性に優れていながらも、軽量であり、適度な透湿
性が確保された複合ファブリックを提供することができる。また、本発明によれば、該複
合ファブリックを用いて製造される衣料を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
（実施例１）
（１）ナノファイバー不織布の製造
一液型ポリエーテル系ポリウレタン樹脂溶液（透湿性ポリウレタン、ハイムレンＹ－２１
０Ｂ、不揮発分３０％、大日精化工業社製）をＤＭＦとＭＥＫとの混合溶媒（６５：３５
（重量比））を用いて、不揮発分が１５重量％となるように希釈し、これを電界紡糸装置
（ＥＳ－２３００、ヒューエンス社製）の溶液充填部に充填し、４０ｋＶの電圧をかけて
電界紡糸を行い、ナノファイバー不織布を製造した。なお、このときに用いた金属製ノズ
ルの径は２３Ｇ（内径：０．３３ｍｍ）で、コレクターまでの距離は１５ｃｍであった。
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得られたナノファイバー不織布（表１中、ＮＦ２２と示す）は、生地厚み０．１ｍｍ、目
付２２ｇ／ｍ２、繊維軸直行方向断面の直径（平均直径）７８２ｎｍであった。
なお、ナノファイバー不織布の生地厚みは、ダイヤルシックネスゲージ（尾崎製作所社製
）を用いて３箇所の測定を行い、その平均値とした。目付は、１５０×１５０ｍｍの試験
片の重量を測定し、目付（ｇ／ｍ２）を求めた。繊維の直径は、走査型電子顕微鏡（Ｓｃ
ａｎｎｉｎｇ　ＥｌｅｃｔｒｏｎＭｉｃｒｏｓｃｏｐｅ（ＳＥＭ）、倍率：１００００～
５００００倍）にて撮影し、無作為に選んだ繊維の繊維軸直行方向断面の直径（太さ）を
３０点測定し、その平均値を求めた。
【００５２】
（２）複合ファブリックの製造
編生地Ａ（天竺編生地、素材：ポリエステル、目付：３９ｇ／ｍ２、生地厚み：０．１８
ｍｍ、繊度：３０ｄｔｅｘ、ウェール数：６．４／ｉｎｃｈ、コース数：１０．２／ｉｎ
ｃｈ）を裏地として用いた。編生地Ａに、共重合ポリアミド／アクリル接着剤を９ポイン
ト／１ｉｎｃｈ、６ｇ／ｍ２となるようドット加工した。その加工面にナノファイバー不
織布を配し、熱プレス機（ＴＡＢＬＥ　ＴＹＰＥ　ＴＥＳＴ　ＰＲＥＳＳ　ＳＡ－３０２
、テスター産業社製）を用いて、１００～１３５℃、プレス圧力１～３ＭＰａ、ライン速
度６ｍ／分にて熱融着して、複合ファブリックを得た。
なお、編生地の生地厚みは、ダイヤルシックネスゲージ（尾崎製作所社製）を用いて３箇
所の測定を行い、その平均値とした。目付は、１５０×１５０ｍｍの試験片の重量を測定
し、目付（ｇ／ｍ２）を求めた。
【００５３】
（３）通気度の測定
ＪＩＳ　Ｌ－１０９６　Ａ法（フラジール法）に従って複合ファブリックの通気度を測定
した。
【００５４】
（４）クロー値の測定
ＫＥＳ－Ｆ７－ＩＩサーモラボ（カトーテック社製）を用い、ＫＥＳ法に従って複合ファ
ブリックの熱伝達抵抗（クロー値）を測定した。測定は３回繰り返し、その平均値をクロ
ー値とした。
【００５５】
（５）透湿性の測定
ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化ナトリウム法）に従って複合ファブリックの透湿
性を測定した。
【００５６】
（実施例２）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ｂ（天竺編生地、素材：ポリエステル、目付：８５ｇ／ｍ２、生地厚み：０．３１
ｍｍ、繊度：５８ｄｔｅｘ、ウェール数：４．１／ｉｎｃｈ、コース数：１１．９／ｉｎ
ｃｈ）を裏地として用いた。編生地Ｂに、共重合ポリアミド接着剤を２２ポイント／１ｉ
ｎｃｈ、６ｇ／ｍ２となるようドット加工した。その加工面にナノファイバー不織布を配
し、実施例１と同様にして熱プレスを行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００５７】
（実施例３）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ａを裏地として用い、編生地Ｂを表地として用いた。編生地Ａに、実施例１と同様
にしてドット加工し、編生地Ｂに、実施例２と同様にしてドット加工した。編生地Ａ及び
編生地Ｂのドット加工面にナノファイバー不織布を配し、実施例１と同様にして熱プレス
を行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
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【００５８】
（実施例４）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ａを２枚用意し、裏地及び表地として用いた。２枚の編生地Ａに、実施例１と同様
にしてドット加工した。それぞれのドット加工面にナノファイバー不織布を配し、実施例
１と同様にして熱プレスを行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００５９】
（実施例５）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ｃ（天竺編生地、素材：ナイロン－６、目付：７３ｇ／ｍ２、生地厚み：０．２８
ｍｍ、繊度：５６ｄｔｅｘ、ウェール数：４．６／ｉｎｃｈ、コース数：１１．７／ｉｎ
ｃｈ）を裏地として用い、編生地Ａを表地として用いた。編生地Ｃに、共重合ポリアミド
接着剤を２２ポイント／１ｉｎｃｈ、６ｇ／ｍ２となるようドット加工し、編生地Ａに、
実施例１と同様にしてドット加工した。編生地Ｃ及び編生地Ａのドット加工面にナノファ
イバー不織布を配し、実施例１と同様にして熱プレスを行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００６０】
（実施例６）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ｃを裏地として用い、編生地Ｂを表地として用いた。編生地Ｃに、実施例５と同様
にしてドット加工し、編生地Ｂに、実施例２と同様にしてドット加工した。編生地Ｃ及び
編生地Ｂのドット加工面にナノファイバー不織布を配し、実施例１と同様にして熱プレス
を行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００６１】
（実施例７）
生地厚み０．０５ｍｍ、目付７ｇ／ｍ２としたこと以外は実施例１と同様にして、ナノフ
ァイバー不織布（表１中、ＮＦ７と示す）を得た。このナノファイバー不織布を用いたこ
と以外は実施例３と同様にして、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００６２】
（比較例１）
実施例１で得られたナノファイバー不織布をそのまま用いた。
【００６３】
（比較例２）
編生地Ｂ（天竺編生地、素材：ポリエステル、目付：８５ｇ／ｍ２、生地厚み：０．３１
ｍｍ、繊度：５８ｄｔｅｘ、ウェール数：４．１／ｉｎｃｈ、コース数：１１．９／ｉｎ
ｃｈ）をそのまま用いた。
【００６４】
（比較例３）
（１）ウレタンフィルムの製造
一液型ポリエーテル系ポリウレタン樹脂溶液（透湿性ポリウレタン、ハイムレンＹ－２１
０Ｂ、不揮発分３０％、大日精化工業社製）をＤＭＦとＭＥＫとの混合溶媒（６５：３５
（重量比））を用いて希釈し、これをバーコーターにてフィルム状にキャストした。８０
℃、２０分の条件で乾燥を行い、生地厚み０．１５ｍｍ、目付３０ｇ／ｍ２となるように
ウレタンフィルムを作製した。
【００６５】
（２）複合ファブリックの製造
編生地Ａを２枚用意し、裏地及び表地として用いた。２枚の編生地Ａに、実施例１と同様
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にしてドット加工した。それぞれのドット加工面にウレタンフィルムを配し、実施例１と
同様にして熱プレスを行い、複合ファブリックを得た。
【００６６】
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００６７】
（比較例４）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ｄ（天竺編生地、素材：ナイロン－６、目付：１００ｇ／ｍ２、生地厚み：０．３
９ｍｍ、繊度：８０ｄｔｅｘ、ウェール数：４．５／ｉｎｃｈ、コース数：１１．５／ｉ
ｎｃｈ）を裏地として用い、編生地Ｅ（天竺編生地、素材：ポリエステル、目付：１０５
ｇ／ｍ２、生地厚み：０．４１ｍｍ、繊度：７７ｄｔｅｘ、ウェール数：４．３／ｉｎｃ
ｈ、コース数：１１．７／ｉｎｃｈ）を表地として用いた。編生地Ｄ及び編生地Ｅに、共
重合ポリアミド接着剤を２２ポイント／１ｉｎｃｈ、６ｇ／ｍ２となるようドット加工し
た。編生地Ｄ及び編生地Ｅのドット加工面にナノファイバー不織布を配し、実施例１と同
様にして熱プレスを行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００６８】
（比較例５）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ｆ（天竺編生地、素材：ポリエステル、目付：３４ｇ／ｍ２、生地厚み：０．０９
ｍｍ、繊度：３０ｄｔｅｘ、ウェール数：５．４／ｉｎｃｈ、コース数：１０．２／ｉｎ
ｃｈ）を裏地として用いた。編生地Ｆに、共重合ポリアミド／アクリル接着剤を９ポイン
ト／１ｉｎｃｈ、６ｇ／ｍ２となるようドット加工した。その加工面にナノファイバー不
織布を配し、実施例１と同様にして熱プレスを行い、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００６９】
（比較例６）
生地厚み０．０１ｍｍ、目付２ｇ／ｍ２したこと以外は実施例１と同様にして、ナノファ
イバー不織布（表１中、ＮＦ２と示す）を得た。このナノファイバー不織布を用いたこと
以外は実施例３と同様にして、複合ファブリックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００７０】
（比較例７）
実施例１と同様にして、ナノファイバー不織布を得た。
編生地Ｇ（天竺編生地、素材：ポリエステル、目付：１０５ｇ／ｍ２、生地厚み：０．３
０ｍｍ、繊度：５６ｄｔｅｘ、ウェール数：５．３／ｉｎｃｈ、コース数：１１．５／ｉ
ｎｃｈ）を２枚用意し、裏地及び表地として用いた。２枚の編生地Ｇに、共重合ポリアミ
ド接着剤を２２ポイント／１ｉｎｃｈ、６ｇ／ｍ２となるようドット加工した。その加工
面にナノファイバー不織布を配し、実施例１と同様にして熱プレスを行い、複合ファブリ
ックを得た。
その後、実施例１と同様にして、通気度、クロー値及び透湿性を測定した。
【００７１】
（評価）
実施例及び比較例で得られた複合ファブリックについて以下の評価を行った。
【００７２】
（１）総目付及び総厚み
複合ファブリックの総目付及び総厚みを測定した。なお、総厚みは、ダイヤルシックネス
ゲージ（尾崎製作所社製）を用いて３箇所の測定を行い、その平均値とした。総目付は、
１５０×１５０ｍｍの試験片の重量を測定し、目付（ｇ／ｍ２）を求めた。
【００７３】
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（２）総重量
複合ファブリックを用いて肌着を縫製し、その重量を測定した。
【００７４】
（３）着用試験
実施例及び比較例で得られた複合ファブリックを用いて肌着を縫製し、保温性、重量感及
びムレ感について評価した（被験者：年齢２０代～３０代、男性３名、女性３名）。
（保温性）
気温２５度の室内において、２０ｃｍ離れた位置から１０℃の冷気を直径２０ｃｍのホー
スから流し、どのように感じたかを下記指標により評価した。
　○：暖かい
　△：少し寒い
　×：寒い
【００７５】
（重量感）
着用した際や手で扱った際の重量感について、どのように感じたかを下記指標により評価
した。
　○：軽い
　△：普通
　×：重い
【００７６】
（ムレ感）
１分間に３０往復の踏み台昇降運動を行った後の衣服内のムレ感について、下記指標によ
り評価した。
　○：ムレない
　△：少しムレる
　×：ムレる
【００７７】
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【表１】

【産業上の利用可能性】



(16) JP 2013-166340 A 2013.8.29

【００７８】
本発明によれば、通気性が抑えられ保温性に優れていながらも、軽量であり、適度な透湿
性が確保された複合ファブリックを提供することができる。また、本発明によれば、該複
合ファブリックを用いて製造される衣料を提供することができる。
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